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「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
日
」と
い
う
記
念
日
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
毎
年
一
一
月
二
三
日
で
あ
る
。
そ
れ
っ
て
、

勤
労
感
謝
の
日
で
は
な
い
か
。
そ
う
、
こ
れ
は
財
団
法
人
社
会
経
済

生
産
性
本
部
が
勤
労
に
感
謝
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
重
み
も
改

め
て
認
識
し
て
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、
こ
の
記
念
日
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
日
」は
、
勤
労
感
謝
の
日
を
た
だ

言
い
換
え
た
だ
け
と
い
う
発
想
の
た
め
か
、
提
唱
か
ら
二
年
余
り
世

間
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
政
府
も
前
内
閣
の
福
田
首
相
が
直
々
の
指
示
で
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」を
設
置
し
、
昨
年

の
一
二
月
に
「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）憲
章
」と
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」を

と
り
ま
と
め
た
。
こ
の
「
憲
章
」に
は
御
手
洗
冨
士
夫
経
団
連
会
長

と
高
木
剛
連
合
会
長
、
そ
れ
に
関
係
閣
僚
が
調
印
、
我
が
国
の
政
・

労
・
使
の
代
表
が
ト
ッ
プ
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
今
年

の
年
初
か
ら
春
先
く
ら
い
迄
で
、
夏
と
共
に
関
心
が
薄
ら
ぎ
秋
風
が

身
に
し
み
る
頃
に
は
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

何
故
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら

く
、
我
が
国
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
議
論
の
中
に

は
、
国
民
の
心
に
響
く
も
の
が
何
か
決
定
的
に
欠
け
て
い
た
か
ら
で

「
休
息
時
間
」
な
く
し
て

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
な
し

な
ぜ
日
本
で
は
実
現
で
き
な
い
の
か
？　

Ｅ
Ｕ
指
令
の
重
要
性

●

1
な
ぜ
日
本
人
の
生
活
に
”ゆ
と
り
“が
な
い
の
か

●

2
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」

●

3
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」と「
休
息
時
間
一
一
時
間
」

●

4
「
休
息
時
間
」な
く
し
て「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」な
し

グ
ロ
ー
バ
ル
総
研
所
長 

小
林 

良
暢
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は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
日
本
人
の
日
々
の
暮
ら
し
方
の
中
に
、
い
ち
じ
る
し
く

バ
ラ
ン
ス
が
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。
そ
の
欠
け
て
い
る
核
心
点
と
は
何
か
、
生
活
時
間
の
国
際
比

較
調
査
の
結
果
を
使
っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
策
を
提
言
し

た
い
。

な
ぜ
日
本
人
の
生
活
に
”ゆ
と
り
“が
な
い
の
か

生
活
時
間
の
国
際
比
較
調
査

今
年
の
六
月
一
六
・
一
七
日
の
二
日
間
、
東
京
で
「
企
業
文
化
の
変

容
と
労
働
生
活
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
の
石
川
晃
弘
中
央
大
学
名
誉

教
授
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ト
ウ
ル
ク
大
学
の
ア
ス
プ
名
誉

教
授
、
ド
イ
ツ
・
オ
ス
ナ
ブ
リ
ッ
ク
大
学
の
ゲ
ル
マ
ン
研
究
員
、
ロ

シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
ド
リ
ア
フ
ロ
フ
教
授
な
ど
、
日
・
中
・

欧
の
八
カ
国
の
社
会
学
者
や
企
業
・
労
使
関
係
の
研
究
者
が
、
三
年

が
か
り
で
作
成
し
た
共
通
の
調
査
票
を
も
と
に
、
各
国
の
労
働
者
を

対
象
に
「
企
業
文
化
の
国
際
比
較
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
、
そ

の
調
査
結
果
を
持
ち
寄
り
、各
国
が
そ
の
イ
ン
プ
レ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
含

意
）
を
報
告
し
合
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
国
際
調
査
の
内
容
は
、
企
業
文
化
や
労
使
関
係
、
会
社
観
や

勤
労
意
識
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
議
論
も
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
筆
者
は
日
本
側
か
ら
「
日
本

的
文
脈
か
ら
み
た
勤
労
者
生
活
」と
題
す
る
報
告
を
し
た
。
本
稿

は
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
「
何
故
、
日
本
で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
実
現
で
き
な
い
の
か
？
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
人
口
に

膾
炙
し
た
い（
な
お
、
こ
の
調
査
の
全
容
は
、
こ
の
秋
に
ロ
シ
ア
か

ら
英
語
版
で
刊
行
さ
れ
る
予
定
。
日
本
の
報
告
書
は
労
働
調
査
協
議

会
「
労
働
調
査
」〇
九
年
二
月
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
）。

会
社
に
い
る
時
間
が
長
い

こ
の
調
査
に
は
、
平
日
の
「
一
日
の
仕
事
と
生
活
の
時
間
」を
聞

い
た
質
問
が
あ
る
。

朝
起
床
し
て
か
ら
、
出
勤
、
出
社
、
退

社
、
帰
宅
、
そ
し
て

就
寝
ま
で
の
”六
つ
の
時
刻
“を
、「
あ
な
た

の
平
均
的
な
出
勤
日
の
状
況
」に
つ
い
て
訊
ね
て
い
る
。
こ
の
設
問

に
は
、
調
査
参
加
九
カ
国
の
う
ち
ド
イ
ツ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
チ
エ

コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
の
六
ヶ
国
か
ら
回
答
が
得

ら
れ
た
。

朝
起
き
て
、
出
勤
を
し
て
仕
事
を
し
て
、
夕
方
帰
宅
を
し
て
夜
寝

る
と
い
う
「
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
」は
、
各
国
の
労
働
者
と
も
皆
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
起
床
の
時
刻
、
ま
た
出
勤
・
退
社
の
時
刻
、
さ

ら
に
は
就
寝
の
時
刻
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
そ

の
平
均
時
刻
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
上
の
表
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
一
番
早
く
起
き
る
の
は
ス
ロ
バ
キ
ア
で
五
時
一

二
分
に
起
床
、
チ
ェ
コ
も
五
時
一
六
分
と
ほ
ぼ
同
時
刻
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
も
五
時
半
過
ぎ
と
早
起
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ス
ト

ニ
ア
、
中
国
、
日
本
は
六
時
台
で
あ
る
。
ま
た
、
出
社
時
刻
も
チ
ェ

コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
は
六
時
〇
二
分
と
最
も
早
く
、
ド
イ
ツ
も
六
時
五

二
分
と
早
い
。
エ
ス
ト
ニ
ア
、
中
国
、
日
本
は
出
社
も
八
時
前
後
と

遅
い
。

さ
ら
に
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
退
社
時
刻
が
一
番
早
い
の
は
、

や
は
り
出
社
の
早
い
ス
ロ
バ
キ
ア
で
一
五
時
二
九
分
、
チ
ェ
コ
も
一

五
時
四
〇
分
に
は
退
社
し
て
い
る
。
次
い
で
ド
イ
ツ
の
一
六
時
〇
八

分
。
エ
ス
ト
ニ
ア
、
中
国
は
や
や
遅
く
、
そ
れ
で
も
一
七
時
台
に
は

退
社
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
だ
け
退
社
が
一
九
時
三
四
分
と
い
ち
じ
る

し
く
遅
い
。

そ
の
た
め
、
帰
宅
時
刻
も
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
は
一
六
時
過

ぎ
、
ド
イ
ツ
も
一
六
時
半
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
一
七
時
台
、
中
国
も
一

八
時
台
に
は
家
に
帰
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
だ
け
は
二
〇
時
一
六
分

と
遅
い
。
そ
の
結
果
、
就
寝
時
刻
は
日
本
を
除
く
五
ヶ
国
が
二
二
時

台
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
だ
け
は
二
三
時
五
一
分
と
も
う
日
が

変
わ
る
時
間
で
あ
る
。

帰
宅
後
の
自
由
時
間
が
一
番
短
い

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

第
一
は
、
日
本
の
労
働
者
は
、
朝
起
き
る
の
も
、
会
社
に
行
く
の

時刻 5 6 7 8 9～14 15 16 17 18 19 20・21 22 23 0～4

生活行動 起床 出社 在社時間 退社 帰宅 就寝 休息時間

ドイツ 5:35 6:52 9:16 16:08 ←16:35 22:16 14:41

チェコ 5:16 6:18 9:16 15:40 16:17 22:28 14:41

スロバキア 5:12 6:18 9:22 15:25 16:07 22:10 14:38

エストニア 6:34 8:09 9:01 17:04 ←17:45 22:59 14:59

中国 6:16 7:54 8:11 9:21 17:39 18:31 19:34 22:14 14:32

日本 6:16 7:54 11:40 19:34 20:16 23:51 12:20

表　平日の生活リズムの国際比較 （時：分）

図　六ヶ国労働者の「在社時間」（出社～退社）の長さ別割合

ドイツ

チェコ

スロバキア

エストニア

中国

日本

29 54.8 16.1

55.3 22.5 11.7 8.4 2.4

55.4 21.7 14.8 3.7 6.3

56.5 29.3 13.6 0.5

26.4 55.2 13 4 1.3

4.3 13.2 33 27 22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
9時間未満 9～10時間 10～12時間 12～13時間 13時間以上
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も
、
ま
た
退
社
・
帰
宅
も
、
さ
ら
に
就
寝
も
遅
い
と
い
う
「
遅
い
生

活
リ
ズ
ム
」と
い
う
、
き
わ
だ
っ
て
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。

第
二
は
、
帰
宅
し
て
か
ら
就
寝
す
る
ま
で
の
自
由
時
間
が
、
ド
イ

ツ
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
五
時
間
か
ら
六
時
間

と
長
く
あ
る
が
、
日
本
は
三
時
間
三
五
分
と
一
番
短
い（
中
国
も
短

い
が
、
そ
れ
は
欧
州
並
み
に
早
く
寝
る
か
ら
で
あ
る
）。

こ
の
二
つ
の
事
実
は
、
日
本
の
労
働
者
と
い
う
か
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
平
日
の
生
活
の
仕
方
を
考
え
る
と
き
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
や
ス
ロ
バ
キ
ア
の
労
働
者

は
、
夕
方
の
四
時
台
の
早
い
時
間
に
帰
宅
し
て
い
る
。
夕
食
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
生
活
時
間
の
国
際
調
査
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
帰

宅
時
間
の
早
い
国
で
は
お
よ
そ
六
時
頃
に
は
済
ま
せ
て
し
ま
う
。
こ

の
夕
方
の
四
時
頃
か
ら
一
〇
時
過
ぎ
に
寝
る
ま
で
が
、
平
日
の
「
自

由
時
間
」で
あ
る
が
、
こ
の
時
間
に
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

活
動
に
参
加
し
た
り
、
夫
婦
で
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
、
ホ
ー
ム
・

パ
ー
テ
イ
ー
や
バ
ー
で
の
懇
親
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
あ

る
い
は
政
党
の
地
域
支
部
の
会
合
な
ど
、
多
様
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
行

動
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
午
後
八
時
近
く
に
帰

宅
す
る
日
本
の
労
働
者
は
、
風
呂
に
入
っ
て
、
食
事
を
し
て
、
テ
レ

ビ
を
見
て
寝
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
る
。

日
本
人
の
生
活
に
”ゆ
と
り
“が
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
平
日
の

「
自
由
時
間
」が
著
し
く
短
く
貧
弱
だ
と
い
う
こ
と
の
一
点
に
つ
き
る
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」

き
わ
だ
っ
て
短
い
「
休
息
時
間
」

日
本
の
労
働
者
の
「
自
由
時
間
」が
短
い
の
は
、
出
社
し
て
か
ら

退
社
す
る
ま
で
の
「
在
社
時
間
」が
長
い
か
ら
で
あ
る
。

再
び
前
頁
表
の
「
在
社
時
間
」を
見
て
欲
し
い
。
各
国
別
に
比
較

し
て
み
る
と
、
日
本
を
除
く
各
国
の
「
在
社
時
間
」は
い
ず
れ
も
九

時
間
台
、
中
国
で
さ
え
も
九
時
間
二
一
分
で
あ
る
の
に
、
日
本
だ
け

が
一
一
時
間
四
〇
分
と
、
ド
イ
ツ
に
比
較
し
て
二
時
間
半
、
中
国
よ

り
も
二
時
間
も
長
い
。

一
方
、
退
社
し
て
か
ら
次
の
朝
の
出
社
ま
で
の
時
間
を
、
国
際
的

に
は
「
休
息
時
間
」と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
睡
眠
時
間
、

自
由
時
間
、
通
勤
時
間
の
三
つ
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
「
休
息
時
間
」

が
、
日
本
以
外
の
四
カ
国
は
一
四
時
間
半
か
ら
一
五
時
間
近
く
も
あ

る
が
、
日
本
だ
け
は
一
二
時
間
二
〇
分
と
き
わ
だ
っ
て
短
い
。

一
日
二
四
時
間
は
ど
こ
の
国
も
同
じ
で
、
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
二
四
時
間
を
「
在
社
時

間
」と
「
休
息
時
間
」で
ど
う
時
間
配
分
し
て
い
る
か
、
そ
の
仕
方
が

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」で
あ
る
。
こ
れ
を
六
カ
国
で
比
較

す
る
と
、
日
本
だ
け
が
「
ワ
ー
ク
」へ
の
配
分
が
二
時
間
半
余
り
長

く
、「
ラ
イ
フ
」の
時
間
が
三
時
間
近
く
短
い
。

要
す
る
に
、
我
が
国
の
現
状
は「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」社
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会
で
は
な
く
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」
な
の
で
あ
る
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
と
は
、
平
日
の
時
間
配
分
の

「
イ
ン
・
バ
ラ
ン
ス
」を
是
正
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
日
二
時
間
半
か

ら
三
時
間
ば
か
り
を
、「
ワ
ー
ク
」か
ら「
ラ
イ
フ
」へ
時
間
を
シ
フ
ト
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

在
社
時
間
「
一
三
時
間
以
上
」

日
本
に
か
ぎ
ら
ず
、
ど
こ
の
国
に
も
「
在
社
時
間
」が
長
い
人
と

短
い
人
は
い
る
。
前
掲
下
の
図
は
、「
在
社
時
間
」の
長
さ
別
に
分
布

状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
注
目
す
る
の
は
在
社
時
間
が
「
一
三
時
間
以
上
」の
人

の
比
率
で
あ
る
。
な
ぜ
一
三
時
間
超
に
注
目
す
る
か
は
、
一
日
二
四

時
間
の
半
分
以
上
の
時
間
も
会
社
に
居
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、

ド
イ
ツ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
中
国
で
は
ゼ
ロ
な
い
し
は
一
%
に
す
き
な

い
。
ス
ロ
バ
キ
ア
が
六
・
三
%
な
の
は
、
サ
ン
プ
ル
の
中
に
管
理
職

レ
ベ
ル
の
人
が
紛
れ
込
ん
だ
た
め
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日

本
は
じ
つ
に
二
二
・
四
%
と
、
五
人
に
一
人
も
い
る
。
こ
う
い
う
働

き
方
は
「
レ
ツ
ド
・
カ
ー
ド
」も
の
で
、
国
際
的
に
は
レ
ア
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
ま
た
、
在
社
時
間
「
一
二
〜
一
三
時
間
未
満
」も
同
様
に

「
イ
エ
ロ
ー
・
カ
ー
ド
」で
あ
る
。

他
方
、「
在
社
時
間
」が
「
九
時
間
以
下
」の
人
は
、
ド
イ
ツ
で
は

三
人
に
一
人
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
半
分
以
上
い
る

が
、
日
本
で
は
四
・
一
%
し
か
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
在
社
時
間
「
一
三
時
間
以
上
」の
労
働
者
は
、
ど
の

よ
う
な
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
調
査
の
年
齢
・
職
種
・
学
歴
・

所
得
水
準
・
意
識
に
関
す
る
設
問
項
目
と
ク
ロ
ス
集
計
を
か
け
て
み

る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
を
要
約
す
る

と
、
在
社
時
間
「
一
三
時
間
以
上
」で
働
く
人
は
、
大
卒
で
技
術
・
ス

タ
ッ
フ
職
な
い
し
は
技
能
職
が
多
く
、
所
得
は
高
・
中
・
低
に
分
け

る
と
高
所
得
の
人
、
仕
事
そ
の
も
の
が
面
白
く
、
昇
進
の
可
能
性
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
労
働
時
間
の
現
状
に
「
満
足
し
て
い

な
い
」。
当
た
り
前
で
あ
る
。

中
国
よ
り
も
劣
悪
な
休
息
環
境

こ
の
よ
う
に
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
「
休
息
時
間
」の
状
況

は
、
ド
イ
ツ
や
北
欧
・
東
欧
諸
国
に
比
較
し
て
劣
悪
で
、
さ
ら
に
中

国
以
下
で
あ
る
。

こ
う
い
う
と
、
必
ず
先
進
国
の
ド
イ
ツ
や
北
欧
諸
国
は
と
も
か
く

と
し
て
、
ス
ロ
バ
キ
ア
や
チ
ェ
コ
と
か
、
ま
し
て
や
中
国
な
ど
の
新

興
国
と
比
較
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
疑
問
が
わ
こ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
た
い
。

第
一
は
、
一
日
二
四
時
間
は
先
進
国
だ
ろ
う
と
新
興
国
だ
ろ
う
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
起
き
て
、
会
社
に
行
っ
て
仕
事
を
し
て
、

夕
方
帰
宅
し
て
夜
寝
る
と
い
う
生
活
は
ど
こ
も
同
じ
で
あ
る
。
国
際

生
活
時
間
調
査
は
、
対
象
労
働
者
の
属
性
を
揃
え
て
調
査
す
れ
ば
問

題
は
な
く
、
今
回
の
調
査
も
そ
の
よ
う
に
調
査
し
て
い
る
。



121●「休息時間」なくして「ワーク・ライフ・バランス」なし

第
二
に
、
日
本
と
中
国
と
を
比
較
し
て
も
、
そ
も
そ
も
経
済
発
展

段
階
が
違
う
の
だ
か
ら
そ
の
結
果
が
違
う
の
は
当
然
だ
と
い
う
疑
問

が
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
調
査
で
は
日
本
の
方
が
中
国
よ
り
「
在
社

時
間
」が
長
い
と
い
う
逆
の
結
果
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
は
別
の
要

因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
海
外
の
研
究
者

か
ら
「
な
ぜ
日
本
は
残
業
が
多
い
の
か
」と
い
う
質
問
を
受
け
た
。

筆
者
は
、
企
業
が
国
際
競
争
の
観
点
か
ら
雇
用
を
増
や
し
た
が
ら

ず
、
既
存
の
要
員
で
操
業
す
る
た
め
に
残
業
を
増
大
さ
せ
て
い
る
、

こ
れ
に
対
し
て
労
働
組
合
と
り
わ
け
連
合
の
大
企
業
労
組
に
は
、

要
員
を
増
や
し
て
将
来
の
雇
用
調
整
の
リ
ス
ク
を
負
う
よ
り
も
残
業

増
大
を
容
認
す
る
ビ
ヘ
ー
ビ
ア
が
強
い
こ
と
、
ま
た
労
働
組
合
員

の
方
も
余
暇
・
自
由
時
間
選
好
よ
り
も
賃
金
・
所
得
選
好
が
強
い
こ

と
、
の
三
点
を
挙
げ
て
答
え
た
。

心
身
の
健
康
へ
の
影
響

し
か
し
、
こ
こ
で
の
最
大
の
問
題
は
、
働
き
過
ぎ
に
よ
る
心
身
へ

の
影
響
と
い
う
、
ま
っ
た
く
別
の
次
元
の
問
題
が
あ
る
。

電
機
連
合
の
二
〇
〇
四
年
の
調
査
が
、「
在
社
時
間
」別
に
み
た
健

康
状
態
へ
の
影
響
に
つ
い
て
訊
ね
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
よ
る
と
、

「
働
き
過
ぎ
で
翌
日
に
疲
れ
が
残
る
」と
答
え
た
人
の
比
率
は
在
社

時
間
が
「
九
時
間
未
満
」と
か
「
九
〜
一
〇
時
間
」程
度
の
人
た
ち

で
は
三
〇
〜
四
〇
%
程
度
で
あ
る
が
、「
一
二
〜
一
三
時
間
未
満
」に

な
る
と
六
〇
%
を
超
え
、「
一
三
時
間
以
上
」で
は
七
四
%
に
達
す
る
。

こ
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。「
働
き
過
ぎ
で
翌
日
に
疲
れ
が
残
る
」

こ
と
が
恒
常
化
す
る
状
態
は
、
い
わ
ゆ
る
「
慢
性
蓄
積
疲
労
」で
、

過
労
死
や
過
労
自
殺
の
基
礎
的
な
因
子
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
電
機
連
合
の
調
査
で
は
、
在
社
時
間
「
一
三
時
間
以
上
」

の
人
が
四
人
に
一
人
お
り
、
技
術
者
で
は
三
人
に
一
人
が
い
る
の

で
、
そ
れ
だ
け
過
労
死
や
過
労
自
殺
の
潜
在
的
な
予
備
軍
を
抱
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
・

財
界
と
も
に
、
こ
の
こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
る
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」と「
休
息
時
間
一
一
時
間
」

E
U
「
労
働
時
間
指
令
」と
「
休
息
時
間
」

今
年
の
夏
、
七
月
二
一
日
付
け
の
朝
日
新
聞
が
一
面
ト
ッ
プ
で

「
車
中
一
二
泊
、
な
ん
で
も
運
送
、
事
故
と
隣
り
合
わ
せ
。
仕
事
は

携
帯
に
、
ま
る
で
日
雇
い
」と
見
出
し
を
打
ち
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
酷
な
労
働
実
態
を
特
集
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
。

福
岡
か
ら
千
葉
ま
で
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
五
千
箱
を
運
ん
で
、

一
人
で
荷
下
ろ
し
後
、
埼
玉
で
冷
凍
食
品
を
積
ん
で
夕
方
出
発
、

…
…
」と
い
う
記
事
を
読
む
と
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
方
が
不
思
議

な
く
ら
い
だ
。
こ
う
し
た
連
続
運
転
の
状
況
は
、
観
光
バ
ス
の
業
界

で
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
、
こ
の
二
月
に
は
居
眠
り
運
転
で
人
身
事
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故
を
起
こ
し
た
。

欧
州
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
連
続
運
転
に
よ
る
事
故
防
止
の
観
点
か

ら
、
対
策
と
し
て
次
の
運
転
ま
で
の
間
の
休
息
時
間
を
と
る
こ
と
を

義
務
づ
け
る
法
制
面
で
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
勤
務
終
了
か

ら
次
の
勤
務
ま
で
の
「
休
息
時
間
」を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
規

制
は
、
今
で
は
E
U
「
労
働
時
間
指
令
」と
し
て
広
く
一
般
の
労
働

者
に
も
拡
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
E
U
労
働
時
間
指
令
」と
は
、

一
日
の
休
息
時
間（
勤
務
終
了
と
次
の
勤
務
開
始
と
の
間
の
時

間
）を
最
低
連
続
一
一
時
間
と
す
る
。

週
労
働
時
間
四
八
時
間（
時
間
外
労
働
を
含
む
）を
超
え
て
は

な
ら
な
い
。

年
次
有
給
休
暇
は
最
低
四
労
働
週
を
与
え
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
重
要
な
の
は
、「
休
息
時
間
を

最
低
連
続
一
一
時
間
と
す
る
」と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
、

残
業
で
夜
一
一
時
に
退
社
す
る
と
、
次
の
日
は
朝
一
〇
時
前
に
は
出

勤
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
版
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

こ
の
「
休
息
時
間
」に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
、
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
経
済
財
政
諮
問

会
議
の
労
働
市
場
改
革
専
門
調
査
会
に
お
い
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
検
討
の
中
で
、「
休
息
時
間
」の
導
入
に
つ
い
て
論
議
さ

れ
た
。
こ
の
専
門
調
査
会
は
会
議
の
後
に
必
ず
議
事
録
が
公
表
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
休
息
時
間
」に
関
心
の
あ
る
人
々
の
間
で
は
ひ
そ
か

に
話
題
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
確
か
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
実
現
す
る
有
力
な
手
段
と
し
て
「
休
息
時
間
を
一
一
時
間
以
上

と
す
る
」と
い
う
項
目
が
検
討
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
六
月
の
「
骨
太
方
針
」に
盛
り
込
ま
れ
る

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」の
最
終
案
が
官
邸
に
上
が
っ

て
、
経
済
界
や
関
係
省
庁
と
の
調
整
の
段
階
で
、
本
文
の
中
か
ら
は
消

え
て
脚
注
の
中
に
足
跡
を
止
め
る
だ
け
に
な
り
、「
休
息
時
間
」が
国
の

政
策
と
し
て
火
の
目
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
「
休
息
時

間
」が
消
え
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
我
が
国
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
本
国
憲
法
の
中
の
「
休
息
時
間
」

「
E
U
労
働
時
間
指
令
」の
よ
う
な
「
休
息
時
間
」の
導
入
を
議
論

し
よ
う
と
す
る
と
、
必
ず
外
国
の
例
の
引
き
写
し
か
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
我
が
国
に
も
憲
法
の
中
に
「
休
息
時
間
」の
考
え
た
方
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

「
日
本
国
憲
法
」の
二
七
条
は
、「
勤
労
の
権
利
・
義
務
、
勤
労
条
件

の
基
準
、
児
童
の
酷
使
禁
止
」を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
二
項

に
は
「
賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に
関
す
る
基

準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
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う
「
休
息
」
と
は
、
労
働
時
間
の
中
断
を
意
味
す
る
「
休
憩
」

（break
）と
は
異
な
る
「
休
息
」（rest

）で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
労
働

基
準
法
で
は
こ
の
「
休
息
」
が
「
休
憩
」
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
中
清
定
「
概
説
労
働

基
準
法
二
〇
〇
六
」参
照
）

今
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
議
論
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

な
か
で
、
今
こ
そ
憲
法
二
七
条
の
二
項
の
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、「
休

息
時
間
」の
拡
大
を
以
て
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」の
実
現
を
め

ざ
す
時
が
来
た
の
で
は
な
い
か
。

「
休
息
時
間
」な
く
し
て「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」な
し

第
一
歩
で
躓
い
た
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

二
〇
〇
八
年
の
春
闘
を
前
に
し
て
、
経
団
連
は
「
経
営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
」、
連
合
は
「
連
合
白
書
」で
共
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
推
進
の
方
針
を
掲
げ
、
こ
の
点
で
は
労
使
完
全

に
一
致
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
連
合
は
〇
八
年
の
春
闘
で
、
時
間
外
割
増
率
の

引
き
上
げ
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」の
推
進
の
た
め
に
時
間
外
割
増
率
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
方
針

に
つ
い
て
は
批
判
も
多
く
、
筆
者
な
ん
か
は
「
気
の
抜
け
た
サ
イ

ダ
ー
」み
た
い
の
も
の
で
、
仮
に
こ
の
要
求
を
獲
得
し
て
も
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
に
役
立
つ
と
は
思
え
ず
、「
在
社

時
間
」が
一
二
時
間
と
か
一
三
時
間
以
上
の
長
時
間
残
業
を
し
て
い

る
人
た
ち
に
は
、
か
え
っ
て
喜
ば
れ
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

た
も
の
だ
が
、
じ
っ
さ
い
こ
の
要
求
は
空
振
り
に
終
わ
っ
た
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
目
的
は
、「
日
々
の
ゆ
と
り
あ

る
生
活
」を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
割
増
率
引
き

上
げ
↓
時
間
外
労
働
の
削
減
↓
実
労
働
時
間
の
短
縮
」な
ど
と
い
う

回
り
く
ど
い
方
法
で
は
な
く
、
も
っ
と
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
か
つ
直
接
的

に
「
休
息
時
間
一
一
時
間
以
上
」に
し
て
「
在
社
時
間
」を
削
減
す

る
た
め
に
と
言
っ
た
方
が
、
国
民
に
は
分
か
り
易
い
だ
ろ
う
。

我
が
国
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」は
、
当
初
「
仕
事
と

育
児
の
両
立
」や
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」な
ど
の
育
児
・
介
護
支
援

施
策
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
を
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」と
い
う
マ
ク
ロ
政
策
に
看
板
を
掛
け
替
え
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
確
か
に
育
児
・
介
護
支
援
施
策
と
し
て
の
ミ
ク
ロ
政
策
の
ま
ま

で
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
何
時
に
な
っ
た
ら
実
現
す
る
の
か
ま
っ
た

く
展
望
が
も
て
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
マ
ク
ロ
政
策
に
看
板
を
掛
け

替
え
た
こ
と
で
、
一
挙
に
国
民
的
課
題
と
し
て
実
現
の
展
望
が
開
け

る
は
ず
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、「
二
〇
〇
七
骨
太
方
針
」と
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」は
、
国
民
的
課
題
の
実
現
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
骨
太
方
針
」に
は
「
休
息
時
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間
」が
盛
り
込
ま
れ
ず
、
政
・
労
・
使
ト
ッ
プ
で
合
意
し
た
「
日
本
版

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」憲
章
は
そ
の
第
一
歩
か
ら
躓
い
て

し
ま
っ
た
。「
休
息
時
間
」の
な
い
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

は
、「
ク
リ
ー
プ
の
な
い
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
て
」と
言
っ
て
も
若
い
人
に

は
通
じ
な
い
だ
ろ
う
が
、「
休
息
時
間
な
く
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
な
し
」で
あ
る
。

だ
か
ら
、
政
府
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」憲
章
は
、
そ

の
実
現
の
具
体
的
な
政
策
手
段
の
な
い
、
お
題
目
だ
け
の
「
絵
に
描

い
た
餅
」で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
そ
の
実
現
は
絶
対
に
不
可
能

だ
ろ
う
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」実
現
の
政
策
提
言

で
は
、
我
が
国
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」を
実
現
す
る

に
は
、
な
に
を
す
べ
き
か
政
策
提
言
を
し
た
い
。

第
一
は
、
ま
ず
も
っ
て
政
府
が
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」を
再
召
集
し
て
、
そ
こ
で
「
休
息
時
間
を

一
日
最
低
一
一
時
間
以
上
と
す
る
」と
い
う
こ
と
を
、
新
総
理
、
御

手
洗
さ
ん
、
高
木
さ
ん
の
三
人
で
ト
ッ
プ
合
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
国
会
が
立
法
府
本
来
の
責
務
と
し
て
、
憲
法
に
規
定
さ

れ
た
「
休
息
時
間
」を
労
働
基
準
法
の
中
に
「
一
日
最
低
一
一
時
間

以
上
」を
企
業
に
義
務
づ
け
る
条
文
を
追
加
す
る
改
正
案
を
、
議
員

立
法
で
提
案
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
企
業
と
労
働
組
合
は
、「
休
息
時
間
」
に
当
た
っ
て

「
E
U
労
働
時
間
指
令
」に
も
あ
る
”オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
“（
適
用
除

外
）条
項
の
設
定
に
つ
い
て
労
使
合
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
職

種
ま
で
、
ど
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
労
働
者
を
”オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
“に
す

る
か
は
労
使
が
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
労
使
の
協
議
の
上
で
対
象
者

は
本
人
の
意
思
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
条
項
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
重
要
な
の
は
、
心
身
へ
の
健
康
障
害
の
問
題

も
あ
る
の
で
、”オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
“労
働
者
に
は
「
年
一
回
の
三
週

間
の
連
続
休
暇
」（
又
は
一
〇
日
間
二
回
）の
取
得
を
義
務
づ
け
る
法
的

措
置
を
設
け
、そ
の
有
給
休
暇
の
取
り
方
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
は
「
在
社
時
間
一
三
時
間
」前
後
の
長
時
間
労
働
者
へ
の
規

制
と
し
て
効
果
が
あ
る
が
、
普
通
に
働
い
て
い
る
労
働
者
の
「
在
社

時
間
」を
短
く
す
る
取
組
み
を
し
な
い
と
、
日
本
人
全
体
の
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」は
成
就
し
な
い
。
そ
れ
に
は
、
政
府
主
導

の
「
ト
ッ
プ
会
議
」で
、「
日
本
版
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」に
合
意

し
、
総
実
労
働
時
間
の
削
減
と
そ
の
分
の
賃
率
の
カ
ツ
ト
、
そ
の
原

資
の
非
正
規
労
働
者
へ
の
配
分
な
ど
、
政
府
も
経
済
界
も
、
そ
し
て

労
働
組
合
も
大
胆
な
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
詳

述
は
別
稿
と
す
る
。

こ
ば
や
し
・
よ
し
の
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
雇
用
総
合
研
究
所
所
長
、
経
財
政
諮
問
会
議
専
門
委
員（
労
働
市
場
改
革
）。
主
な
著
作

に
「
世
界
の
最
先
端
雇
用
事
情
」（『
二
一
世
紀
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』所
収
、
N
T
T
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、

「
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
大
変
貌
と
労
働
組
合
」（『
選
択
と
集
中
』所
収
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）。


